







































































































































































































客（実験者）の注文した数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 合計
注文した回数 1 3 3 2 2 0 1 1 0 0 1 14
店（被験者）が正しく出した回数 0 3 2 2 2 0 1 0 0 0 0 10
店（被験者）が間違えた回数 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 4
正しく出した割合（％） 0 100 67 100 100 0 100 0 0 0 0 71
間違えた割合（％） 100 0 33 0 0 0 0 100 0 0 100 29
図６　正誤の割合
正しく出した割合（％）
間違えた割合（％）
図７　注文した数と，正誤の割合
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井　上　和　紀
４）ラーメン屋さん
　ラーメンの種類を１種類とした。ただし，作業手順として，
丼，麺，ナルト，チャーシュー，海苔，そして箸と工程が６あ
る。
　実際は，「３」という注文では丼を３つ出し，手順に従って
３つずつならべていくというやり方だった。先述の通り，丼を
注文の通り並べることができたら事物に変換できたこととし
た。
付記
　教材の考案と作製において，特別支援教育支援員の内藤まり
子先生から，多大な協力をいただいた。記して感謝の意を表
す。
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